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水稲根 よ り分離 した酸生成嫌気性 細菌 の 生理 的 ・系統的多様性

　　　　喊将 講 1、 茄莱 1饌 、 釜耒 窿羊、肇耒 勝笥

山形 大 ・農 ・生 物資源学科

【目的】水稲根 は水 田土壌 中で 最 も活発な物質変換の 場 を構成 して い る。すなわち水稲根
上 は、糖やア ミ ノ酸 、 有機酸等の 多様な有機物 と ともに 02が放出 され 、 活発 な好気的微生

物活動 の 場 とな っ て い る
一

方で 、 嫌気性の 微生物群集が高密度で 生 息 して お り、メ タ ン 生

成 を始め とした嫌気的微生物反応 が活発 に進行す る場 ともなっ てい る 。

　我 々 は、水 田土壌中の 嫌気性微生物群集の 構造 と機能 を研究す る
一

環 と して 、 水稲根上

に生息す る酸生 成嫌気性細菌の 生理 的 、 系統的多様性 に つ い て 調 べ て きた（1）。 本研 究 で は、
増殖基質 とな る有機物や ビ タ ミ ン の 濃度が 異 なる各種培地 を用い て 、水稲根 よ り酸生成嫌

気性細菌をさらに分離 し、先に報告 した 水稲根及び稲わ ら残渣分離菌株（1−3）にあ わせ て 、

生理的性質や系統的位置を比 較検討 した。

【材料 と方法】山形 県農業試 験場庄 内支場の 試験水 田 よ り採取 した水稲根試料を無酸素条

件下で 破砕 し、希釈段 階を変えて細菌の 分離源 として 使用 した 。 細菌の 分離は、増殖基質
とな る有機物 とビ タ ミ ン の 濃度が異なる、PY4S 培地 、1110PY4S 培地な らびに lf10PY4SV
培地（貧栄養培地）を用 い た 嫌気性 ロ

ー
ル チ ュ

ーブ法に よる コ ロ ニ ー分離で 行 っ た 。 分離菌
株 の 16S　rDNA の PCR 増幅 と塩基配列 決定 には プ ライ マ

ー
セ ッ ト 27伍 492r を用い た 。

16S 　rDNA の 塩 基配列に よ る系統解析は 近隣結合法で行 っ た 。ガ ス 、有機 酸及び ア ル コ ー

ル はガ ス ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

で分析 した 。

【結果 と考察】有機物 の豊富な PY4S 培地で分離 した 16 菌株は、増殖特性やグル コ
ー

ス

か らの 発酵産物 か ら、 9 菌株 か らなる 1 グル ープ と 1〜 2 菌株か らなる 4 つ の グル ープの

計 5 グル ープ に分け られた 。 これ らの 5 っ の グル ープはそれぞれ 系統上 の グル
ープ に対応

した。どの グル ープ も既知 の 真正細菌種 と 98％以 上 の 類似 性値で 最近縁に位置づ けられた

が、2 つ の グル
ープは 同 じ試 験水 田か ら採取 した稲わ ら残渣か らの 分離菌株群（2）に よ る 19

−

Proteobactθria 内及 び CeUulomonaceaθ 内の ク ラ ス タ
ー

に位置 づ け られ た 。 培地 の 有機成
分 が全 て 1110の 1！10PY4S 培地で の 14 分離菌株 は 1〜3 菌株か らなる 8 グル

ープ に分 け

られ た。系統 上 は 、 β
・
」Proteobaeteriaの Rhodoeyelaceaeの 種 と約 93％の 低い 類似性値を

示 した 1 菌株以外 は 、 どの グル
ープ も既知の 真正 細菌種 と 98％以上の 類似性値で 最近縁に

位置づ け られ た が 、 Actinobactθria に位置づ け られ た 3 グル ープは全 て稲わ ら残 渣分離菌

株（2，
3）が最近縁で 、2 グル ープ は先に 報告 した水稲根分離菌株（1）とともに Rhizobiales内

で 深 い 分岐の 系統を構成 し た 。
1110PY4S に ビ タ ミ ン を加 えた 1110PY4SV 培地 で の 16分離

菌株は 、 同 じ く、1〜3 菌株 か らなる少 な くとも 9 っ の グル
ープ に分け られ た 。 貧栄養培地

で の 分離菌株グル
ープに は、PY4S （V）培地 で も増殖速 度や 最高 0 ．D 値 が貧栄養培 地 とほ と

ん ど変わ らず 、 かえ っ て 増殖開始が遅れ るもの な ど 、 貧栄養性の 増殖特性を示す グル
ープ

が認 め られ た 。
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